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JENESYS 日本・インドネシア外交官・地方行政官交流 Ⅱ（招へい）の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的】インドネシアの行政官が来日後に日本の政治や行政、文化に関する視察や意見交換を通じ

て、対日理解を深めてもらうことを主目的として実施しました。 

 

【参加者】インドネシアの外交官、地方行政官 計 7名 

（内訳）アフリカ担当局外交官 1 名、教育研修センター 若手外交官 1 名、領事関係 外交官 1 名、

人事部外務員 1名、パプア州行政官 3名 

 

【訪問地】 

◼ プレプログラム（オンライン事前学習）：千葉県 7名 

◼ 招へいプログラム：東京都 7名、北海道 7名 

 

【日程】 

このプログラムは、以下のプログラムと一部合同で実施しました。 

・ JENESYS2023 日本・インドネシア高校生等交流 ～日本の文化・技術体験～（招へい） 

・ JENESYS 日本・インドネシア平和構築交流（大学生招へい） 

・ JENESYS 日本・インドネシア若手ジャーナリスト交流（招へい） 

 

◼ プレプログラム（オンライン事前学習）： 

1月 15日（月曜日） 【出発前オリエンテーション】 

 挨拶：在インドネシア日本国大使館 二等書記官 石田 智彦 氏 

 【日本理解講義】「日本の魅力」 

 講師：千葉大学国際未来教育基幹 教授 織田 雄一 氏  

来日までの指定期間 【課題学習（動画配信）】」「南三陸町からのメッセージ」「日本文化理解（京

都）」「日本語」「日本 ASEAN50年の歩み」「日本と国連」 

 

◼ 招へいプログラム： 

1月 23日（火曜日） 成田国際空港より入国 

 【オリエンテーション】 

 【表敬訪問】外務省 南部アジア部 南東アジア第二課 主査 横山 大樹 氏 

1月 24日（水曜日） 【視察】浅草 

 東京都から北海道へ移動 

1月 25日（木曜日） 【表敬訪問】滝川市副市長 中島 純一 氏 

 【テーマ関連視察・意見交換】滝川市役所 
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 【視察】道の駅たきかわ 

1月 26日（金曜日） 【テーマ関連視察】北海道議会 

 【テーマ関連視察】北海道庁 

1月 27日（土曜日） 【日本文化体験】万華鏡づくり等 

 【視察】滝川国際交流協会 

 【ホームビジット】北海道滝川市 

1月 28日（日曜日） 【ワークショップ】報告会準備（訪日成果のとりまとめ、帰国後の活動計画

（アクション・プラン）の作成） 

 北海道から東京都へ移動 

1月 29日（月曜日） 【視察】深川江戸資料館 

 【報告会】訪日成果・帰国後の活動計画発表 

1月 30日（火曜日） 成田国際空港より出国 

 

２．記録写真  

プレプログラム（オンライン事前学習）： 

 

 

1月 15日【出発前オリエンテーション】 

挨拶の様子 
1月 15日【日本理解講義】「日本の魅力」 

 

招へいプログラム： 

  

1月 23日【オリエンテーション】 
1月 23日【表敬訪問】外務省 南部アジア部  

南東アジア第二課 主査 横山 大樹 氏 
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1月 24日【視察】浅草 
1月 25日【表敬訪問】 

滝川市副市長 中島 純一 氏 

  

1月 25日【テーマ関連視察・意見交換】 

滝川市役所 
1月 26日【テーマ関連視察】北海道議会 

  

1月 26日【テーマ関連視察】北海道庁 1月 27日【日本文化体験】万華鏡づくり等 

  

1月 27日【視察】滝川国際交流協会 1月 27日【ホームビジット】北海道滝川市 
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1月 29日【視察】深川江戸資料館 
1月 29日【報告会】 

訪日成果・帰国後の活動計画発表 

 

1月 29日【報告会】記念撮影 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 外交官（アフリカ担当局）  

滝川市が、姉妹都市交流を通じて市民が国際的な視野を持つことを奨励していることを学びま

した。同時に市民にも国際交流プログラムに積極的に参加したい意欲があります。また、人口流

出を抑えるため、福祉の充実に重点を置いた政策を打ち出し、より多くの人に雇用の機会を創

出していました。 

◆ 外交官（人事部外務員） 

日本の文化やおもてなしの心を直接学ぶことができました。 

また、ホームビジットプログラムは、言葉の壁はありましたが、直接交流することができてとて

も充実しました。また、ホストファミリーが私たちを歓迎してくれたことが一番心に残ってい

ます。特に、日本の伝統的なスポーツのひとつである剣道の手ほどきを受けたときは、本当にう

れしかったです。 

◆ 地方行政官（パプア州行政官） 

私たちは家庭でも職場でも、（日本で学んだ）非常に高いレベルの規律とルールを守る姿勢を見

倣う必要があります。 
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４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 視察先 

自国を良くしたいという思いを強く感じました。その想いを受け、受入れ期間はより効率的に

日本の文化や慣習を学ぶ機会にしてほしいと思いました。 

◆ ホストファミリー 

参加者に防寒具を貸し、小さい子どもと一緒に雪遊びをしました。訪日団は雪を初めて見たよ

うで、大変喜んでいました。また、天候にも恵まれてよかったです。また、昔ホームステイ受け

入れしていた頃、好評だった 100円均一のお店にもお連れしました。大抵のものが全て 100円

なので、日本風の置物や、食品、お土産などたくさん喜んで購入されていました。 

 

５．参加者の対外発信（抜粋） 

 
 

2024年 1月 24日（Facebook） 

皇居の向こう側の庭園を歩いていると、美しい

楠木正成の銅像がすぐに目に留まります。彼は、

たとえ命を犠牲にしたとしても、後醍醐天皇に

忠誠を尽くしたことでよく知られています。 

この像は細部まで精巧に作られており、長い歴

史が深く刻まれています。日本は最もテクノロ

ジーに精通した国でありながら、忠誠心と献身

性という美徳を持ち続けて、日本人のライフス

タイルとなっています。これらの美徳は、古く

から定着している伝統や儀式を守ることに寄与

しています。 

JENESYS プログラムでの短期間の訪日中、私

はその素朴さは言うまでもなく、コンプライア

ンス、静寂、整頓などの美徳が日本には至る所

にあることに驚きました。私は、日本を心から

素晴らしい印象を持ちました。 

もちろん、いつか戻ってきます。 

2024年 1月 25日（WhatsApp） 

日本の北海道滝川市において記念品を市長に贈

呈しました。（副市長が対応してくださいまし

た。） 
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６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表（抜粋） 

訪問地：東京都、北海道（全 2グループが発表） 

  

【訪日中の学び】 

・ルールを順守すること 

・おもてなし 

・礼儀正しさ 

・文化の保全が行われていること 

【行政・外交の学び】 

◼ ASEAN（特にインドネシア）と北海道の関

係について学びました。 

① ASEAN（特にインドネシア）と北海道が経

済的、人材資源関連で重要な関係であること

を理解しました。 

② 特に人材面では、北海道での農業分野で既に

北海道庁や日本政府が、インドネシア政府や

人材送り出し機関、大学などともスキームを

作って交流するなど将来の為に重要な関係

づくりをしていることが確認できました。 

③ 北海道の企業も今後の労働力の供給元とし

てベトナムや中国ではなく、インドネシア

に期待しているとことを今回知りました。 

④ インドネシア共和国外務省としても、人材供

給といった人同士の交流に貢献していきた

いと思います。 

【アクション・プラン】 

本物の日本文化を広め、情報発信するため、万

華鏡と折り紙のチュートリアル動画をアップロ

ードします。動画は、Instagram、YouTube、

TikTok などのオンライン プラットフォームを

活用し、インドネシア人を対象にします。 

 

パプア州スピオリ県は県政開始後 20 年の自治

体として新しい県です。県民・市民の要望を満

たすため、開発、発展が重要です。日本（北海道

滝川市）との相違の気づきを参考に今後の活動

を検討します。 

【訪日中の学び】 

北海道滝川市は、社会秩序が保たれていて、衛

生的です。また、経済力という点でも遥かに発

展しており、比較できないほどに差があります。

文化においても伝統的なものづくりが保存され

ています。スピオリ県も、踊りや彫刻、結婚の儀

式など伝統は十分守られています。 

【行政・外交の学び】 

◼ 行政組織について 

北海道滝川市は、市長から権限を委譲され、副

市長が各部門の会計や業務を掌握しています。

また役所が市民と連携して街づくりを進めてい

ます。一方、スピオリ県は、市長が各部門を統括

しています。基本的に地方自治体に決定権がな

く、インフラ整備追加予算についてのみ裁量を

発揮することが可能です。また、中央政府や地

方自治法による制限があります。 

◼ 教育、衛生及びインフラについて 

教育、衛生医療について、留学生の派遣受入、衛

生医療分野の人材育成等について、発展に必要

な基盤となる人材の確保の為に、日本政府や自

治体にも協力をお願いしたいと考えています。 

◼ 観光及び漁業について 

北海道滝川市は、観光や漁業において豊かな自
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然などのポテンシャルを活かしています。一方、

スピオリ県は観光地としてのポテンシャル、豊

かな漁業資源がありながら活かせていません。 

【アクション・プラン】 

帰国後 3 か月以内に実施します。参加者は県知

事及び上層部はじめ周囲に日本の街のきれい

さ、技術、国民性などについて直接プレゼンテ

ーションを行います。また、市民には、SNSや

ローカルテレビ等のメディアを活用して周知し

ます。 

◼ 周知内容及び活動 

 時間厳守、ルール厳守 

 環境衛生向上。「金曜朝の衛生向上活動」を行

います。 

 行政組織などの社会改善に取り組む活動を行

います。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


